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ボランティア.NPO 活動センターでは、地域の綿々な同体や行政と述舵し、 学生の学びだけでな

く地域貢献にもつながる活動に取り組んでいます。ボランティアに関心はあるけれども参加経験が少

ない学生述へ向けては、地域とつながる前助のき っかけとなるような体験企阿を学生スタ ッフが'11心

となって提供しています。また、学生スタッフ 1'-1身も、地域の間体や行政からの|高)J依頼に対し和極

的に|剥わり 、ボランテ ィア活動の裾野を広げるように心がけています。

事業 名 プチふかくさ100円商店街への協力

H H寺 2014年5月31日(上)10時00分-14時00分

場 i!Tr 深草:商庖街、および深草小学校

実施主体 深草商応街振興組合

参加人数 本学学生39名(うち学生スタッフ30名)

企岡メンパー 田中奏多、凹部湖、 J接}J;( ![!:太、石野 i立平、白_I--奈央、'11村 1)J介、

(学生スタッフ) 小田美紀、'11村太紀、藤野優判i、永出紗瑛

-経緯・目的

近年、深草R'fi庖街では特に若年J¥'1の来約:数が

減少しており、活気が失われつつあり、R'fiIhftj 

側からは学生ボランティアにぜひかかわってほ

しいと要請があった。

今同私たちがかかわる意義は2つあり、 lつは

龍谷大学生への広報を重点的に行うことで、 学

生に深草商庖街の存在を認ま11してもらうこと。

それによって継続的に商庖街へ足を向けてもら

うきっかけを作ること。2つHは、 11月のふか

くさ100円商応街へ向けての予行i1ir胃だった。2

つ目の目棋については、ふかくさ100llj尚11¥7街

のJJHiltが授業実施日 (祝日月 11根FI)に移行して

しま ったことでセンターとして企画を行うこと

はできなくなったが、通常のボランテイア必:m

を行った。

-概要

・輪投げ、塗り絵のブースを山展する。

・学生スタッフはブース以外のボランテ イアを

担当する。

・一般学生およびコアメンバーはブースを担当

する。

-ZEきH与111]に和極的に商j占街を回り、地域の

方々とコミュニケーションをとる。

・ロン君を活用することで随谷大学に組しみを

!悲じてもらう。

-参加者の戸 ・得られた成民など

・子どもが苦手だけど、今1111で好きになった0

.子どもと触れ合えて裂しかった。

・地域の人と話ができた。

.160人前後がプースに来場し、日椋人数 (150

-200)を達成できた。

-jd:品をiJ.立す|時に引換券を使うという方法がよ

かった。

・事故も怪我もなく、月!刊Iに終えることができ

た0

・行ダIJの乱れを直すのが大変だった。やんちゃ

な子の対応が大変だ.った。

-反1i点
・輪投げの投げる位inが|唆lJ，fよだっ た。特に幼稚

回児がどこから投げていいかのルールがな

かった。



okfかったので、休憩をもっとこまめにとるべ

きだった0

・ ブースにかかりきりで、商J，~~街を比て回れな

かった学生がいた。

・学生スタップはシフ トを作成して動いたほう

カfよかった。

-学んだこと ・今後の訓組

今luJのふかく さプチ100円向山街は、 参加が

決定したのが遅かったこともあり、 卜分にl十l'ltllj

を練る|時flUが取れない'1-'でのスター 卜となっ

た。今年度の年:1:スタッフ全体の卜|加が rnu大

生を巻き込む」というものだったので、それを

念頭に世いて、企jIIjj内容を推献し、 ブース川品

の作成にかける時111]はなるべく抑え、広報に吊:

点、をi白いて活動することを最初jのミーティング

で決めた。ブースの内容もおilW.;な'1)'1キII;Jげj・が必

要なものではなく 、初めての学生がすぐにJ1IIW(:

できる輪投げと塗り絵に決定した。

広報は5/1-5/12までのJYJILI]、作成したチラ

シを員休みに学生スタッフで配布した。また、

そのJY1111Jに立て看板も作成し、拘示 した。救μ

に掛け合って、授業liijの|時間にチラシを配布を

させていただくといったことも行った。その 11'

斐あって9~への前大生からの応非があり、会1.1

にセンタ ーに来てもらい、顔什わせとよ1j. Tiín~tIY 1 
をすることができた。

当Hは、予想以上の盛況で、日時111]を伐して

あらかじめ川なした分の対品が切れてしまうほ

と'だ.った。

参加者のイ-どもたちばかりではなく、 ブース

を迩営している船大生や、ほかのさまざまな役

割を担っていた学生スタッフ、全uが楽しそう

にしていたのが印象的だ.った。

活動を通じた地域との連携 ~学生と地械をつなぐ~

合l副代表者として、大きな反省点は3つある。

L ミーティングの開催日時を同定しなかった

こと。忙しい時期だったので、そのつど開催可

能なliirllJを聞いていたら、次Illiミーティングま

で1i組問杢いてしまうことがM泣かあった。基

本は迎に1回、H百!1:1も同定したほうが良いと思

つ。

2. コアメンバー内部での役割分担をしっかり

しなかったこと。計画を練る途中でJムー報担当と

ブースtll当にコアメンバーを4反り分けたが、そ

の2つにうまく指示を振り分けてIBすことがで

きなかったため、結局は全以が同じことをやる

効率の恕い方法になって しま った。次回からは

1\ 1・阿の概~が決まったHキ点で担当を分け、企阿

才i-が11J~1111のミーテイングできっちりと役;l討をil:11

りJ反るようにしたい。

3. IrfjJ，l~街側との述携がうまく取れていなかっ

たこと。1i'j卒liの共有は会ったときだけでなく、

常に Lineやメールで行っておくべきだ‘った。

様々な反省点や今後の課題は見つかったが、

全体としてこの企画は成功であったと考えてい

る。単にこのイベン トを盛り上げるだけでなく、

多くの向山街の方々とのかかわりを過して、私

たち 1=1身もより深草商J，ii街を理解 し、税しみを

持つことができたからだ。ii江大生9名にも、た

だl作に米ーしんでもらうだけでなく、尚j占街を認

知lしてもらい、足をInJけてもらうきっかけに

なったと思う 。11月の 「ふかくさ100門商脂街J
はセンタ 一事業としてかかわることはできない

が、ボランティアを紹介することは可能なので

今後も、継続的に|剥わっていきたいと思う 。

〈朝if17者:[u '1
' 

奏多〉
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事 業 名 こどもサマーフェスティパル2014 竹と水の共演

日 11寺 2014年8)-J211] (木)13時30分-16時30分

場 FlIi' 京都市深草児童館

実施主体 ボランティア .NPO 活動センター(深草)

参加人数 本学学生計22名 (うち学生スタッフ13名)

企画メンバー
小松茂樹、梅川知太 、 小山由賞、中村 勇介、津田 手ii沙、新川 1'.(大

(学生スタッフ)

-経緯・目的

以前から定期的に深草児意向1でボランティア

活動を行ってきました。そう いった関係もあり 、

昨年度は防災車IJをさせて頂きま した。これがた

いへん好評で、したので、子ども述のために夏休

みのイベントを企岡してほ しいと いう依頼があ

りました。

そこで、以下のようなことを目 的として、こ

の依頼をうけることにしま した。

①子ども述に五」ー休みの思い/.Bを作って もら

つ。

②長期休1I1!_iを利川 して、今までにボランテイ

アをしたことのない削大生に も参加する機

会を作る。

③子ども述が地元の竹に税しむ機会を作る。

能大生に児lli館をま11っても らう 。

圃概 要

11 : 30 センター集合

アイスフeレイク

当日の動き、準備j物の確認

12: 30 深草児童館到若 準備開始

13 : 30 i]f.J会式

13 : 45 ゲーム開始 (竹水鉄砲ブース予選開始)

竹ボウリング、シャボン玉、休憩 ・説

明、 ブース同時進行

14・30 4ブース終了(竹水鉄砲ブース予選終

了)

14・45 竹水鉄砲 決勝

14: 55 竹水鉄砲 学生と対決

15 : 10 みんなでスイカを食べる

15: 30 閉会式

16 : 00 ふりかえり

16 : 30 活動終 f

-参加者の71t・符られた成県ーなど

児童館職只の I)~1士l氏 「子ども述は、数日前か

らとても裂しみにしていて、 心待ちに していま

した。当日は、学生のおかげで子ども達みんな

が大盛り上がりでとても 良い一 日に なりま し

た。J
学生 Aさん「準備段階から関わることができ

て、本番も成功したのでとても嬉しかった。J
学生 Bさん「レベルの高い計画だったので、

上手くいくか心配であったが、成功して本当に

良かった。」

学生 Cさん「子ども達と共に盛り上がれたし、

とても楽 しめた。また このようなボランティア

に参加してみたい。」

準備段階から地元の自然に触れ合えた。当日

の動きの確認のために事前に学生にも集まって

もらった。当日も 目的を把握しながら活動する

こと ができた。深草児童館を知ってもら うこと

もできた。

-反省点

・広報知l聞に活動できず、他の学生スタッフへ

の呼びかけも上手くできていなかった。その

ため、学生がなかなか集まらず、広報期間が

延びて しまった。

・ミーテイングでほとんど進まない時則があっ

た。考える優先順位が中途半端だった。

・予定終了時間を大幅に遅らせてしまい、ふり

かえりまで参加できない学生がいた。

-学んだこと ・今後の課題

・興味のある学生には直接連絡先を聞くな ど、



活動を通じた地域との逮m-学生とil!!i或をつなぐ~

広報をもっと獄事E的にしていきたい。

・ミーティングでの時間の使い方を#え、 H引lH

を効不良く使う。:U":見を出す場とする。決ま っ

ていないことが多くても、そのときにできる

ことから考えていく 。

・コアメンバーだけの力では成り立たないの

で、和極的に他の学生スタッフの協力を促し

ていく 。

・リハーサルを行ったこ とでイメ ージが初き、

修iF.点なども凡つかったので、;k;施すること

は必要であると考える。

事 業 名 深草ふれあいフ。フサEへの出展

〈報告者:梅川朔太〉

日 H寺 2014年10月19円 (11)911寺00分-161時i:OO分

t品ー 所 藤森神社

実施主体 深草ふれあい事業尖行委員会

参加人数 本学学生41名(うち学生スタッフ21r，)

企問メンバー
山本富美子、 |付加湖、藤原必太、 111本湖、今井克11此、木谷朔大、

(学生スタッフ)
藤野 {憂祐、永翁ふみな、柿本引海、 三戸部香帆、 大矢誠志、

!13庭損斗、森名 32忙し上野 !日l、行i荷 主 吾

.経Mi-.目的

深草ふれあいプラザとは、幅広い世代の住民

中IIJI.の交流と探平地域の魅力を再発見すること

をLIn~ として、 多くの地域の皆さんの協力のも

と開催されている祭りである。私たちは円頃、

地域と学生との|則わりが薄いことを問題と思っ

ていた。学生と地域をつなげ地域を雨空1:化する

ために、地域の方が集まる祭りに参加 し、以下

のことを判的と して企画を実施した。

①地域とセンター

私たちと地域が関わることによって、地域の

方にセンターのことを知ってもらい、私たちも

地域の団体をj;!Iる。

②地域と部大生

当Hのボランティアでは、 地域の団体が辺営

する模擬j占等を手伝うということを通して、地

域の方とふれあう機会を作る。

①センターと龍太生

・地域とi砲大生をつなげる架け橋になること

ができる。

・この企画に深く |拘わってもらうために、合

同段階から一般学生に参加してもらい、ボ

ランティアに参加することの楽しさを虫11つ

てもらう 0

・ 学生スタッフのみで考える企画とはー I~~

辿った企闘を作る。

.概~

・ゆるキャラ71本と15う)-IIIJのステージを刊iる。

一般学生に企画段階から|則わってもらう。

・ボランティアは桜{疑問の版先制i1坊を行った0

2釦INII¥Jは会場内を自由に|副ってもらい、地

j戒の方と |則わってもらった。

・セ ンターの紹介ブースを設約した。

-参)JII行の戸 ・得られた成巣など

(一般ヤ:生)

・j血峨の方と話すことができ、地域の方と触れ

合え、とても満足だ.った。

• i栄JJC地域でこんなに盛り卜.がっているお祭り

カfあることを知ることカfできて良かった。

・ボランティア=人助けというイメージがあっ

たが、ステージを作り上げていくことにより

ボランティアに対するイメージ.が変わった。

(学生スタッフ)

・ ・般学生と企画から作りトーげること で新鮮さ
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や而白みがあり、新しい関わり )Jができた。

また、学生スタッフにとってもよい刺激に

なった。

-深草支所の方から、「ゆるキャラのステージ

も子どもたちに楽しんでもらえ大変好評でし

た。」 と-;-yっていただき、やりがいと述成感

があった。

・はじめてボランティアに参加する'7:侠にとっ

て参加しやすいボランテイアだ‘った。どの模

擬応の補助に入るかを事前に決めていたこと

により、何をしたらよいかがわかりやすく、

同体の方とも関わりやすくなった。

・参加した学生へのアンケートや顕りかえり会

を実施したことにより、今後のボランティア

の広報もでき新しいつながりができた。さっ

そく 11月のボランティアへのけl込みがあって

よかった。

-反省点

・学生スタッフのミーテイングへの参加率が恕

く、効半よく決めていくことができなかった0

.企画メンパー全μに仕事を分担することがで

きず、 一人当たりの負担が大きくなる、また

はなかなか仕事がない面があった。

・各模擬mの仕事が事前に型肝ーできておらず忙

しさに差があったが、途中での調整ができな

かった。

・学生スタッフだけでかたまることもあり、 一

般学生への配胤が足りない部分があった。

.学んだこと ・今後の課題

・ミーティングでは毎回何を決めるのかをはっ

きりさせ、効率よくミ ーティングを進めてい

く。

・的調ijbギ'fをしっかり行い、仕-bjlを分-tt!できる

ようにし、企画メンバー全員でつくりあげる

形にする。

・参加lした学生に積極的な声かけをしていくこ

とで、次のボランティアやセンターとのカ、か

わりにつなげられることがわかった。

(プチ深草100円商j苫街やサマーフェスティ

パルなどへ参加lした学生が数名あった)

• Wi学生の満足度が大変ZJjかった。今後のボラ

ンティア募集の際に、同年:生へのアプローチ

も加えれば、国際色控かな市助になる可能性

がある。

・初めて参加した学生のボランティアに対する

イメージを変えることができた。今後も、ボ

ランティアは難しくないということを広報

し、ボランティアへの参加を促すコ ーデイ

ネートを行いたい。

〈報告者:小山 由貿〉

:姐圃塵，明..，. 



活動を通じた地域との連機 ~学生と地域をつなぐ~

事 業 名 丸屋町商庖街のまちづ.くり活動へのボランティア協力 (ナカマチ夜市In丸屋町)

日 H寺
交流会:2014年7月23日 (水) 171時10分~19時10分

夜1'11当日 :2014年7月26日 (土) 15時00分~21時30分

場 月? 大津市丸屋町商j古街

実施主体 ボランティア ・NPO活動センター(瀬田)

参加人数 29~1 (うち学生スタッフ11名)

企画メンバー 藤村由香、イ111田 匡志、中村健人、山内康平、西川 浩曲、 中川真実、

(学生スタッフ) 中村香菜、佐久間涼、福納知香、 三輪可那子、矢橋耕助

園経緯・目的

大津市の丸屋町商}苫街で旬:年行われているナ

カマチ夜市という縁日がある。センター(瀬|王1)

では丸屋町商庖街振興組合からの依頼を受け、

この商庖街へボランティア協力という形で瀬田

キャンパスの所在地である大津市のまちづくり

に協力している。また、夜市の他にも宵宮や大

津100円商庖街に関わり、年間を通じて丸屋IIIT

商j苫街での取り組みを行っている。

今回この夜市では、龍谷大学の学生にボラン

ティアの楽しみを知ってもらい、地域との関係

を深め、大津のまちに関心を持ってもらうこと

を目的に活動を行った。

-概要

・交流会

参加学生同士で、事前に顔合わせし、当日のボ

ランティア参加への不安を軽減し、活動を円滑

に行えるようにした。

①アイスブレイク

②説明会

③出)苫担当希望調査

④商応街の雰囲気を知ってもらうためのム ー

ピーの視聴と説明

・夜市

①アイスブレイク

② まち歩き

①出庖準備

④活動内容

・学生が企画した出応の迩営(たまごせんぺい

[たません]、さかなつりゲーム)

・学生企画 :閥j苫街の魅力に気づいてもらうこ

とをテーマにした「ありのままの丸屋IlITへ~

レッツ スタンプラリ ー~J の実施

・商!苫街の出版の運営補助(かき氷、 プラ板、

輪投げ、サイコロゲーム、フ ランク フルト、

ぷよぷよすくい)

⑤振り返り(アンケート記入、参加学生の感想

共有、大津1001司商庖1tr.大会Il祭宵宮の広報)

-参加者の声 ・得られた成果など

O参加者へのアンケー ト結果

〈夜市参加前のボランテ ィアのイメージ〉

・誰かのために、何か役立つことをする

・大変、難しい、堅苦しい

・や りがいがある、楽しい

.勇気がいる

・地域貢献

〈夜市終了後のボランテイアのイメ ージ〉

.つながりの大切さを実感した

・色々な人とふれあえる

・対応力、コ ミュニケーション能力が必要

.自分自身の成長にもつながる

→参加前と参加後では 「ボランテ イアは大変な

ものではなく楽しいこともある 」 というイ

メージの変化が見られた。中でも、 「ボラン

テイアは色々な人と交流できる場、そしてつ

ながりの大切さを実感した」というイメー ジ

の変化を持った人が多かった。

〈夜市に参加して何を学んだか、また、今後、

地域活性化のためにどのような取り組みをして

いきたいか?)

・自分が積極的に地域に出向いていくことが大
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切だと思った。

・地域の人と交流することの楽しさを学んだ0

.来年も夜市ボランティアに参加 したい。

・祭によって地域の人のつながりが深まるこ

と、そしてそれが地域活性化につながるとい

うことがわかった

・何事も積極的に、内発的に行動しなければな

らないと思った。

・地域のことを9;11って、その場|山り で終わらな

い継続的な取 り組みをしたい。

→夜市の活動を通じて、地域の人とつながるこ

とで地域活性につながる一歩になること、ま

た継続的に取り組むことの大切さを知っても

らうことができた。

.学んだこと

・地域の方と学生が共に商応街を盛り上げるこ

とができた。今回の反省点や良かった点を次

回の宵宮や大i-ltlOO円商Jd街の企阿につなげ

ていきたい。

・龍大生にボランティアの楽しさを知ってもら

うことができた。夜市のようなイベント系の

ボランティアを明やしてほしいという声が多

かった。今回は募集人貝が定μに述しなかっ

たため、今後の広報活動について夜di・宵宮

の同時募集について、また広報の方法につい

て再検討したい。

・また、ボランティアの広報を哨や してほしい

など、JJL1-Eの広報では不十分なことがわかっ

たので、今後改脅していきたいと思う。

・ l_Ji.前に交流会をしたことで参加学生同士が知

り合え、また企画コアメンバーも参加学生の

阪と名前を覚えることができ、当 日の活動が

スムーズに行えた。

・班に分かれていたため、企画コアメンバ一間

の情報共有不足が目立ったため、大切なこと

はミーテイングで共有するようにしたい。

・ブース運営に|到しての改善点 (人数配分、事

前説明の不足、引継ぎなど)があった。また、

これまで後片付けは、 学生ス タッフと企画メ

ンバーのみで行っていたのだが、「準備から

片付けまでがボランティアであるjというご

桁摘を商庖街の方から受けたので、今後の大

il!100円商庖街 ・11]'1有で-の後片付けについて

は、ボランテイア学生にも参加してもらう こ

とにした。振り返りの時間に関しては、どの

ような形で行うべきか今後検討していこうと

思う。

〈報告者 :阿川 i告白 ・中川 真実〉

事 業 名 丸屋町商庖街のまちづくり活動へのボランティア協力(大津祭宵宮 in丸屋町)

日 H寺
交流会:2014 11~9月 30日(火) 17時00分-19時00分
宵宮当日:2014年10月11日 (士)12時00分-22時00分

場 所 大津市丸Jftt111 rn'fi m街及び、天孫布|咽:

実施主体 ボランティア ，NPOセンター (瀬凶)

参加人数 26名(うち学生スタッフ10名)

企画メンバー 藤村 由持、 1111凹 匡志、 111村他人、 IIJ内 康 平 、 中 川 真実、中村香菜、

(学生スタッフ) 佐久間涼、相納知香、 三輪 IIf那子、矢橋耕助

-趣旨・目的

大津市の丸屋町商JIS'!:ffと共に、活気のある商

j占街を中心としたまちづくりを I~J 指し、客向I~れ

が進み活気が失われつつあるという記長組にアプ

ローチするため、大津祭'i~í宮に参画し、地域を

li在り上げる。

来場者に対しては、大ì~lr祭71i富を通して丸屋町

商J市街の魅力に気づいてもらうことで、また商



!古街に来てもらうきっかけをつくる。

参加学生に対しては、大津祭宵宮を通して伝

統的な祭や丸屋lllJif#応街の魅力を主11ってもら

う。また、ボランティアの楽しさ ・継続の大切

さに気付くきっかけをつくる。

センターでは、夜TIT・7よj宮 .100円尚!苫街と

年聞を通して丸屋IIITに関わっている。

.概 要

・交流会

今夏の夜市1t聞で・好評だ、ったため、宵五(でも

交流会を行った。半前に参加学生同士が顔を合

わせることにより当日への不安を軽減し、活動

を円滑に進めることを目的に実施した。

①アイスブレイク

②プレゼンテーション

丸屋町商!古街についての説明やi削版社Jについ

てのクイ ズを行った

③出庖担当希望調査とアンケート

①紹介ムービー

商j苫街の雰囲気を知ってもらうためのムー

ビーの視i胞と説明

・宵宮

①宵宮曳き

西王母山の宵宮曳きに参加した

②アイスブレイク

③まち歩き

参加学生に大津祭や丸屋111]"繭}苫街の魅力を伝

えるためにR}iJ;!:i11iと大津祭曳山展示館の案内

を行った

④曳山等の説明

桃山保存会の方に西王母111に乗せて頂いた

り、蔵の中などの説明をして頂いたりした

⑤出庖準備

⑥宵宮イベン ト

・クイズラ リーの巡営補助(丸屋11I1i樹脂街及

び天孫神社)

活動を通じた地域との連携 ~学生と地域をつなぐ~

• m'IJ;5街WJ苫の運営補助

フランクフルト、光るおもちャ、

綿菓子、ぶよぷよすくい

⑦振り返り

アンケート記入、参加学生同士の立見共有

-参加者の戸 ・アンケー ト結巣

〈交流会の感想〉

・少し而例だと思ったが、参加してみると有意

義なものだ‘った。

・当日一怖にボランティア参加する予定の学生

と交流会で友好が築けていたので、本番のl時

に緊張せずに楽しめた。

→アンケートの結果から、事前に交流会をする

ことは参加者にとって安心につながるので今

後も実施する方向で考えたい。

〈宵宮に参加してみて感じたこと〉

・伝統を受け縦ぐことの大変さ、そのために地

域の方々が一つになって成し遂げようとする

気持ちの大きさに驚いた。

・地域の中に入って活動することにやりがいを

感じた。

・地域のブjと|拘わることで、今度は容としても

商m街に来たいと思った。

→参加者に伝統的な祭やrff1庖街の魅力に気づい

てもらうことができた。

.学んだこと・ 今後の課題

• 1~宮に企画メンバー として参加したことで、
丸屋IIIJ尚脂街の魅力や祭文化の継承の大d切さ

を身にしみて感じることができた。特に、初

めて宵宮山きに参加することにより、活動の

モチベーション向上にもつながった。そして、

それを参加学生に対しでも伝えることができ

た。また、宵宮の来場者には、祭で・!賑わう商

応街の拡聞気を感じてもらえた。これをきっ

かけにimw街に来てもらえることをJUJ待した

し、。

• 11ドドまでは片付けは企間メンバーで‘行ってい

た。しかし、商応街の役員の方より助言をい

ただき、ボランテイアj舌動において片付けま

でが活動の一環であると改めて気づいたた

め、今回は参加学生も一緒に片付けを行った。

全員で片付けを行うことにより H寺11.1]を短縮す

ることもできたので、今後も全以で片付けを

していこうと思う。
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-丸屋町商庖街の企画にはリピーターの参加学

生が多く見られる。継続することで、他のボ

ランテイア参加者や以前お世話になった商庖

街の方とのつながりが生まれ、ボランテイア

の継続の大切さに気づいてもらえている。初

めての学生もリピーターの学生にも楽しく、

たくさんの体験ができるボランテイア企画を

今後もつくっていきたい。

〈報告者:佐久間涼・中村香菜・福納知香〉

事 業 名
丸屋町商庖街のまちづくり活動へのボランティア協力

(第10回大津100円商腐街 in丸屋町)

日 時 2014年9月6日(土)

場 所 大津市丸屋町商庖街

実施主体 ボランティア・ NPO活動センター(瀬田)

参加人数 14名(うち学生スタッフ8名)

企画メンバー 中川真実、藤村由香、仲田匡志、中村健人、山内康平、中村香菜、

(学生スタッフ) 佐 久 間 涼 、 福 納 知香、三輪可那子、矢橋耕助

-趣旨・目的

客離れが進み、活気が失われつつあるという

現状にアプローチするため、 2つの企画を実施

することによって、私たちと同じ世代の学生や

子ども、お年寄りや普段商庖街に来ない地域の

方に、丸屋町商庖街の魅力に気づいてもらえる

よう、そのきっかけづくりをする。また大津

100円商庖街には毎回多くの来街者があるが、

丸屋町商庖街を通過するだけの人も多いので、

まず足を止めてもらい、交流をして楽しい時間

を過ごしてもらうことで、地域の魅力に気づい

てもらう。

これまで丸屋町商底街のまちづくり活動とし

て夜市、大津祭宵宮、大津100円商庖街に参画

させて頂いていたが、大津100円商庖街では飽

大生へのボランテイア募集を行っていなかっ

た。しかし、学生に商庖街や大津の街の魅力に

気づいて欲しい、関心をさらに持ってほしいと

いう思いから、今回ボランテイア募集するに

至った。

-概要

1. スタンプラリー

今回は、ボランテイア学生に実際にスタンプ

ラリーへ行ってもらうフィールドワークと、ス

タンプラリー運営の手伝いを行った。午後から

のスタンプラリー運営の手伝いをさせていただ

くにあたり、午前中に実際に自分たちが体験を

することで、参加してくださった方々と共感し

合い、そこから商庖街での発見や魅力について

コミュニケーションをとることができると考え

た。

2.休憩所

①休憩コーナー

来街者に足を止めてもらい、丸屋町商庖街

の雰囲気や商庖主の人柄などの魅力に気づ

いて頂くこと、学生と地域の方々の交流を

深めることをねらいとして、休憩、所の運営

を行った。

当日は、多くの方々に立ち寄っていただき、

お茶出しをしながらコミュニケーションを

取ることができた。

②商庖街アピールコーナー

商応主がどのような思いで庖を経営してい

るのか、なぜ夜市や100円商庖街などのイベ

ントを企画実施しているのかを来街者に

知ってもらい、商庖街に愛着を持ってもら

うことで商庖街の利用増加につなげるため、

写真パネル等を展示した。

③遊びコーナー

商庖街を訪れた子どもたちに、地域の中で

の交流を深め、丸屋町商庖街での思い出を

{乍ってもらうことをねらいとして、今夏の

夜市で好評だった魚釣りあそび、を行った。

幅広い年齢層の子どもが来てくれ、また、ラ

ンキング表を作成したことで、盛り上げる

ことカ宝できた。



活動を通じた地域との連!" -学生と地域をつなぐ~

-参)JII者のJlt・ねられた成巣など

O参加者へのアンケー 卜結果

〈当日の前助の!必氾l)

・地元のイ・どもたちゃ、商応街の)yと交流を持

つことができた。

・多くのブjと|則われたことが良い統験となっ

た。

• i百気があり、すごく操り Jてがっていた。

・ 普段歩くことがない大津の尚)5 ~liでのイベン

トに参加できて良かった。

〈スタンプラリー〉

.地域を;;11ることができた。

・大津の目された魅力を見つけることができた0

. 実際に~1jをよLることができて良かった。

・6抽選会に来た)jたちが、あのillを歩いてき

たのだな"とわかって、「本当にお疲れ縦で

した。Jと思えた。

→多くの方と交流ができたという感想が多かっ

た。また、スタンプラリ ーを実際に行ったこと

については、 参加lザ: ~I::全員から「良かった」 と

いう声をいただいた。

→実際にスタンプラ リーへ行ってもらったこと

で、ボランテイア学生に大津のi1Iの魅)Jに気づ

いてもらうことができた。また、スタンプラリー

抽選所での参加-?i.とのコミ ュニケーション時

に、感想などを共布することで、体験を活かす

ことができた。

.学んだこと ・今後の課題

・ 今回、 龍太生のボランテイアを6~〆142集した

が、スタンプラリーを行う kでの合同メン

バーと学生ボランティアの割合、そしてボラ

ンテイア全体の作業;止を附まえると、 61'，で

適当であった。今後については、企画の内容

によ って適切な人数を必集していきたい。

・ 1t:~[! コーナーにて、 H剖:\J jn~;によっては1lilì，'ri'，の

数やシフトの人数に不足が凡られた。シフト

において、今後は企Ilhjメンバーのシフトにフ

リー枠を設け、その坊ですぐに人数の捌節が

できるよ うにする。また、間)，i;街アピールコー

ナーの脱示位置が休思所と離れていたため

に、 )J~ ;;J之内容について米術者と話す機会をあ

まり持てず、商j苫l1iのアピールにつなげるこ

とができていなかった。このことを踏まえ、

民示を行う位置については、できるだけ休恕

所の近くに設置するなど、考慮しなければな

らない。

• n引，¥i11iの方々や、米11I-?i.の方々 との交流をそ

のJ必で終わらせてしまうのではなく 、そこで

作た・h'伴11を今後の前!日jで前かしていけるよ

う、その方法を企阿メンバーで考えていきた

し、。

(朝日11・者 ・三i[fj命 可万IS子〉

事 業 名
丸屋町商庖街のまちづく り活動へのボランティア協力

(第11回大津100円商庖街 in丸屋町)

lヨ Hキ 2015年3月7H UJ 

場 所 大津市丸出11Ifn'~)g街

実施主体 ボランティア ・NPOifi動センター(削111)

参加人数 1 6名 (うち学I I~スタッフ8名)

企画メンバー 三輪可那子、 j隣村由香、仲川 l;g，ι、'1'村健人、 111内版平、 'iJ川 11
(学生スタ ッフ) 英、 中村芥菜、佐久|丹l涼、初納女11二件、矢橋羽|似j
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-趣旨・目的

客離れが進み、活気が失われつつあるという

丸屋町商庖街の課題にアプローチするため、 2

つの企画(スタンプラリー抽選所、休憩所の運

営)を実行することによって、私たちと同世代

の学生や子ども、お年寄りや普段商庖街に来な

い地域の方に、丸屋町商庖街の魅力に気づいて

もらえるよう、そのきっかけ・ブくりをする。ま

た、大津100円商庖街には毎回多くの来街者が

あるが、丸屋町商庖街を通過するだけの人も多

いので、まず足を止めてもらい、交流をして楽

しい時間を過ごしてもらうことで、地域の方々

に商庖街の魅力に気づいてもらう。

ボランテイア募集を行うことで、学生に大津

の街や商庖街の魅力に気づいてもらうととも

に、ボランテイア活動のやりがいや楽しさを

知ってもらう。

-概要

1. スタンプラリー

今回も前回の9月同様、午前はボランテイア

学生に実際にスタンプラリーを体験してもらう

フィールドワークを行い、午後からは大津100

円商庖街で実施されているスタンプラリーの運

営をお手伝いした。フィールドワークに関して

は、スタンプラリー運営所の手伝いをさせてい

ただくにあたり、実際に自分たちが体験をする

ことで、参加してくださった方々と共感し合い、

そこから大津の発見や魅力についてコミュニ

ケーションをとってもらうことができると考え

実施した。

2.休憩所

①休憩コーナー

来街者に足を止めてもらい、丸屋町商庖街の

雰囲気や商庖主の人柄などの魅力に気づいて頂

くこと、学生が地域の方々の交流を深めること

をねらいとして、休憩所の運営を行ったo 座れ

る場所を設け、お茶を出しながら、通りがかり

の方や地域の方と多く話した。

②商庖街アピールコーナー

来街者に商庖街の魅力を知ってもらい、商庖

街を継続的に利用してもらうために作成した手

作りの丸屋町100円商庖街マップと、商庖街の

昔の写真パネルの展示を行った。

③遊びコーナー

商庖街を訪れた子どもたちに、地域の中での

交流を深め、丸屋町商庖街での思い出を作って

もらうために、遊びブースを運営した。今回は、

びゅんぴ、ゅんゴマ作りと、大津ひゃくえもんく

ん・ボラポ特大福笑いを行った。

-参加者の声・得られた成果など

O参加者へのアンケート結果

〈当日の感想〉

・いろいろな人たちと触れ合えたことが、すご

く楽しかった0

.初対面の人と話すのが苦手なので不安だ‘った

が、大津のことをもっと知りたいと思えた0

・子どもたちと触れ合えたり、笑顔がたくさん

見られたりして良かった。

・地域の人たちと関わることはとても良いこと

だと思った。

・地域の人やボランティア参加者と交流の輸を

広げることができるので、これからもボラン

テイアに参加したい。

〈商庖街の良さを発見することができたか〉

はいが8名、いいえがO名

理由

・皆さんが楽しそうに商売していたり、買い物

をする姿を見て、商庖街がとても素敵なもの

だと知れた。

・昔ながらのお庖の雰囲気が良かった0

.皆さんの笑顔が溢れていた。

・いろんな年齢層の人と関われる。

-学んだこと・今後の課題

・遊びブースで大津ひゃくえもんの福笑い、展

示ブースにて丸屋町手作りマップや昔の写真

パネルの展示を行ったことで、来街者に対し

て商庖街の魅力を感じてもらうきっかけをつ

くることができた。また、休憩所で来街者と

交流することにより、共に楽しい時間を過ご

すことができたが、商庖街の魅力が来街者に

伝わっているかは明確ではない。逆に来街者

から商庖街に対する地域の方の思いを伺い、

企画メンバー自身の新たな発見もあった。

・フィールドワークを少人数で行ったことで、

学生スタッフとボランテイア学生との間で交

流を深めることができた。また、実際に商庖

街を歩いて見て図ったり、商庖街の方と話し

たりしてもらったことで、商庖街の雰閤気や

大津の魅力をボランティア学生に伝えること
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ができた0

・今回初めてボランティア学生も企画メンバー

と一緒に休憩所の運営を担当したが、学生ス

タッフがボランティア学生と来街者との間を

つなげる役割をするべきであった。

・途中から雨が|降り始めたため、ブース全体の

場所移動をしたが、展示ブースの移動が遅れ、

休憩所から雌れた位世に設世したままとなっ

てしまった。移動を迅速に行い、有効に活m
するべきであった。

・びゅんびゅんゴマを休憩所で行ったことで、

子どもたちがコマを制作している間に親と多

く話すことができ、また、休憩所内で子ども

同士が交流している姿も見られ、遊びコー

ナー運営の目的を達成することができた。

・今後は、今一度、本企画の活動の趣旨 ・目的

事 業 名 大津祭へのボランティア協力

について考え直すとともに、 l樹脂街の方々と

のコミュニケーションを図り、 jf~たちにイiiJカf

求められているのか考えながら、活動を進め

ていきたい。

〈報告者 :三輪可到IS子〉

2014年6月30日(月)、 7月1日(火)12時35分-13時35分
iLet'sボランテイアJにて年:内広報

日 11寺
9月8日(月)14時00分-1511寺30分 交流 会

10月5日 (日)1011寺00分-16時00分山建て見学

10月11日(土)16時00分-211時30分宵宮

10月12日(日 )8時00分-1811初O分本祭

場 所
大津市中心市街地、瀬田キャンパス野タトステー ジ前 (6月30日、 7月1E1)、
学生交流会館カンファレンスルーム (9月8日)

実施主体 ボランテイア.NPO活動センター(瀬田)

延べ参加人数 本学学生112名(うち学生スタッフ64名)

企画メンバー 木 村 直 人 、 林 知 師 、中山 |場賞、知Iq-，他吾、山|崎あかり、松尾拓其、

(学生スタッフ) 清水謙汰、首藤諭志、凹村奈生、 川村愛香

.経緯・目的

滋賀県大津市中心街を中心とした伝統行事

「大津祭Jをより 多くの学生に知ってもら い、

参加 してもらうことによ って、大津の伝統 ・文

化 ・現状、またボランテイアの良さを伝えてい

くことを今年度の目的とした。

祭のチラシを配布 した。

②交流会

大津祭ボランティアに参加する学生の交流を

図るために行い、アイスブレイク、クイズ、大

津祭の問j単な説明を行った。

③111建て見学

-概要

①Let'sボランティア(ボランティア広報)

大津祭曳山連盟の方々をお招きし、大ì~l!祭の

写真展示、お味1I子の実演を瀬田キャンパスの野

外ステージ.前で、行った。学生スタッフは、大津

~之山辿 Ilflの方々に大津:祭りの歴史を伺 っ た。

悶天のため!丸き初め体験はできず、見学のみに

なった。

④宵宮(スタンプラリーテーリング)

スタンプポI1し、チラシ配布

⑤本祭(曳山綱引きボランティア)
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1iil nni 111]"の 「神宮皇后山Jの綱引き

⑤本祭(字予備ボランティア)

曳山巡行|時の観光客の警備、先導

⑦本祭(折半:1・観覧席ボランテイア)

脱稿:の誘導、受付

③本祭(昼食会場)

馬食会場の準備、片付け

当H、ボランティア活動後に参加者全日でふり

かえり、!品氾!を共有した。

[参加者集計]

概要番号 参加人数 ※( )は学生スタッフ

① 15名 (15)

② 22名 (8) 

③ 21名 (9) 

① 10名 (10)

⑤ 10名 (2) 

⑥ 18名 (6 ) 

⑦ 11名(9 ) 

③ 5名(5 ) 

-参加者のJlt

・お祭りの拡囲気を近くで味わうことができ、

観客としてではなくボランティアとして慌り

kげることができた。

・地域の人とたくさんお話ができた。祭りのこ

とや色々なお話を聞くことができたのが裂し

かった。

-みんなで協力して大きな曳山を曳いたことに

より、一体感を感じる ことができた。

.学んだこと ・今後の課題

多くの学生に大津祭に参加してもらうこと

で、大i-Itの伝統・文化 ・現状を伝えられました。

また、ボランテイア後に行ったふりかえりやア

ンケートから、ボランティア活動の良さを多く

の人が感じていることがわかり、この企IllJjのH

的は達成されたと思う。

今年は、台風の影響が心配された。そのため、

ボランテイア参加者の屯話名簿を作り、合同メ

ンバ一一人一人に連絡担当を捌り振り、 '1"I十J時

の辿給付~lliIJを整えた。 また、このお祭り全般を

サポー トしている大津祭丸山述1Y.Iが災施する準

備会議が何度かあり参加した。お祭りのi¥f¥11iii状

況がわかり、述盟担当者とのIJJI1tわせにもなり 、

よい機会となった。

今後の課題としては、事前交流会の準備不);t

や、述絡手段の改善が挙げられる ・J ~前に参加

学生への連絡がとれているのかが把握できてお

らず、参加者の方々に迷惑をかけて しまった。

こういったこと を改善するために、交流会をよ

り計問的に準備し、企阿メンバー内でのJCイ3・を

しっかりし、連絡では、メ ールやH1話だけでな

く、 LINEなど新しい方法も取り入れていこう

と話し合った。

この企画では、大津祭のi¥叫1m、特11iii、迎'j;1・に

尖|際に係わることにより 、伝統を継承していく

ことの難しさ、大切さを学んた。 ~山辿!日lの方々

はボランティア募集の段|肝から私たち学生ス

タッフに協力して下さり、事liij凡学会で‘は大山

祭りのTa史、意義を熱心に伝えて下さった。祭

が終わっての連盟主催の打ち上げにも参加させ

ていただき、私たち学生の協力を本当に点び何

度もありがとうとねぎらっていただいた。その

1r)it ~こは、これからの世代である私たちに大山

祭の伝統を引き継いで‘ほしいという強いJ41いが

あると思う。こういった思いを汲み取り、 ぅl{・:fIC:

1立以降もこの企画を続けていかなくてはいけな

いと思った。

〈報符者 :松足利点〉
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事 業 名 育ガク大プロジェクト ~育児に協力的な学生が社会を変える~

StepL i考えてみよう」

講師を招いての学習会 ・ワークショ ップ

2014年9月1日 (月)13時00分-16時00分 学生交流会館 カンファレンスルーム

Step2. i体験して感じようj
実施口

受入出体
龍大生を対象としたボランティア活動

場ー 月f
①9月2日 (火)10時00分-11時30分 ふれあい子育て広場 ì~~i回東支所

②9月2日 (火)10時00分-1111守30分 きらきら広場 アルプラザ41'

③9月3日 (水)10時30分-1211判O分 ほっこり広場 フォレオ大津-illlll

①9月3日 (水)10時00分-1111判5分 きらきら広:l)Jj アルプラ-lfilF

⑤9月4日 (木)10時00分-12時00分 きらき ら広場 アルプラザ41'

実施主体 ボランテ ィア .NPO 活動センター (湖F[I)

StepL i考えてみよう」

20名(うち、企画メンバ-6名)

Step2. i体験して感じよう」
参加人数

①7名 (うち、企画メンバー11"，) ②4名(うち、企画メンバーl名)

③3名(うち、企画メンバー11，) ①3名(うち、企画メンバーI名)

⑤4名(うち、 企画メンバー11"，)

企画メンバー 佐々木奈央、馬場良J'.(子、藤村由香、近藤長吾、北岡 なつみ、

(学生スタッフ) 春本真也、林 まni1!I(、余桜川 敦

-縦緋・目的

近年、核家紋化した子育ての増加や、 孤立し

た子T守てなどの問題が現状として存在する rl-'

で、大学生が地域の一員として子育てに協力す

ることが必要です。大学生に、現状の問題を出

く考えるきっかけと、実際に地域での子育てを

体験してもらう機会を作りたいと考えました。

また、育児は次に親になる世代である大学生に

大きく |剥わることですが、現状の問題をあまり

意識している学生は多くはありません。実際に

育児経験者の話を聞き体験すること で、育児を

少しでも身近なものに感じてほしい、また地域

での子育てについて知ってほ しいと考え、この

企画に取り組みました。

.概~

Stepl. i考えてみようJ
育児経験者3名を講師として招いて、 3つのグ

ループに分かれてお話をしていただきました。

お話を聞いた後に、各グループで感想を共有し、

「学生ができる こと ってなんだろう?Jをテー

マに、デイス カッションを行いま した。

諮問iの方々

・ファザー リングジャパン滋賀副代表 小野元

嗣氏

-大津市附がい児サマーホリデー 高坂IE枝氏

・草津市役所職員 織凹泰行氏

Step2. i体験 して!惑 じよう」

参加学生と一緒にi羽田キャンパス周辺地域の

保育系のボランティア活動をしました。活動後

にはそれぞれに振り返りを行い、これから実践

したいこととして、..育ガク宣言"を発表して

もらいま した。

活動場所

.瓶111束地区民生委員児童委貝協議会主1m
ふれあい子育て広場(対抗日1京支所)

子どもたちとおもちゃで遊んだり、制御さ

んから育児に|却するお話を伺いました。

.ほっこ りひろばの会主催

きらきら広場(ア ルプラザ揃日1) 

受付の仕事をしたり、広場に米ている乳幼

55 



2014年度活動概要第二部

56 

児と一緒に遊びました0

.ほっ こりひろばの会主催

ほっこり広場(フォレオ大津)

乳児用の月見団子を作ったり、広場に来て

いる乳幼児と一緒に遊びました。

企阿終了後に、より多くの学生に育児に対 し

て関心をもってもらおう と、参加者の感想と “育

ガク宣言"を中心にi稲田キャンパスの掲示ス

ペース エキシ ピションに活動ポス ターを掲示

しました。

-参加者の戸

Stepl. i考えてみよう」

・子育てには周りの人の協力が不可欠だ、と思い

ました。

・自分の想像している子育てと違う部分も知れ

たので、良かったです。

. i声かけJなどで私たち学生でも育児に関わ

ることができるのだと理解できました。

Step2. i体験して感じよう」

・地域で集まる ことのできる コミュニティはと

ても大切なものだと感じました。

・子どもが無邪気で可愛くてすごく癒されまし
守、，-。

・おばあちゃんも来ていて世代間交流の場にな

りました0

・出生前のことから子育てまで色 な々ことをIIH

くことカfできました。

「育ガク女プロジェク ト」での発見

・子育ては大変なことだらけだけれども、周り

を頼っていくことが大切で、周りの人も協力

的になることが大切だと知りました。

・子育てはり親や父親だけでするのではなく 、

地域で協力してするものだということがわか

りました。

-他のママとの交流、情報交換できる場がある

ということは、とても大切だと改めて思いま

した。

・子育てについて、親御さんに質問してみると、

自分が考えていた子育てのイメージとは迫っ

ていることの方が多く、子育てに関する考え

方が変わりま した。

.得られた成果

・企画の発案から実施までの準備で約l年半を

かけました。その聞にどういった企画をする

ことが “地域の子育て"につながるのかを繰

り返しメンバーで議論しま した。そうするこ

とで、 内容の濃い企画を作ることができ、参

加学生から新しい関心を引き出すことができ

たと思います。

・企画をするにあたって、 ドキュメンタリー映

画 『うまれるjの上映会に参加した り、企画

メンバ一同士で何度も勉強会を聞いたり 、民

生委員等にお話を聞きに行ったりしたこと

で、企回メ ンバーそれぞれが育児に関する知

i能を身につけることができました。

・特段は|刻わりのなかった地域の保育系のボラ

ンティアに参加する ことで、参加した学生お

よび企画メンバーが、子育てに対しての視野

を広げることができました。

・今までボランティア募集をしていない団体に

交渉して協力してもら うことで、今までにな

かった剥fたなつながりを持三つことカZできまし

た。

・広報WJrmが短かったものの、チラシや授業広

報などで多くの学生に広報をしたことによ

り、よ り多くの関心を惹くこ とができました。

子育てに|剥心のある学生が企画に参加するこ

とにより、地域での保育系団体のボランテイ

アニーズに応えることができ、団体との関係

を涼めることができま した。

園学んだこと・ 今後の割!題

反省点としては、 「講r:iIiとの打ち合わせが不

十分だったJi企画メンバーまたは職員との情

報共布・述悦不足だった」 といった意見があが

り、しっかりと した連絡体制を整えることが必

袈だ、ったと思います。

汗;動後のアンケートでは、参加した学生の約

半数が満足度100%と答えてくれて、 「地域での

子育ての大切さJi子育てに関する考え方が変
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わったJなど新たな発比をした学生が多く見受

けられました。

今回この合同を通して、参加者に"地域での

子育て"について知ってもらうことができただ

けではなく、自分たち企画メンバーも尖|捺に参

加者として参加することで新たな知識を符た

り、ザ'n'てについて考えた りすることができま

した。企剛終了後に企画メンバー自身が"育ガ

ク宵Ei---を考え、「他やかな子育てができる出

境作りに貢献しますJI積極的に育児に|期する

ニュースを見るようにしますJIIIIJ題意識をもっ

て勉強しますJなどがあがり、企画を通して問

題意識の捉え方・考え方を高めることができま

した。今後は "地域での子育て"を今後組にな

る世代である大学生に広めるキープレーヤーと

.して活動を続けていきたいです。

〈報告者:森本兵也〉

事 業 名 コミュニテ ィ企画 ~広げよう !瀬田コミュニティの輪~

JYl 1111 2013年5月-2015年3)J

実施主体 ボランテイア .NPO活動センター (瀬田)

A:企画メンバー9名
参加者 ・人数

B:企画メンバ-9t，、参加l学生13名(うち学生スタッフ4名)

企両メンバー 口分回虫11佐、小林 |場太、 山下 凌司、小牧裕美、中川 真実、野口幹、

(学生スタッ フ) 相!子l七海、 I-EIIII 利也、 吉元香織

.経緋 ・目的

・n包科大学が所在する瀬田地域において油大生

と地域住民が|則わる機会が少なく、瀬川地j戒の

魅力や住民の思いを相互に理解し合えていない

という現状がある。このような現状にアプロー

チするために、 im大生が地域住民と交流できる

身近なボランテイア活動に参加することで「地

j或とのつながりの大切さjを意識してもらおう

と考えた。

・災害H守には、地域の人々が共に考え助け合え

る、支え合える関係性が重要で、普段からその

ような|剥係性を作っておく必要がある。

l. 企阿メンバー中心の瀬田地域での活動

日時:20日年5月-2014年10)J

場所:瀬田地域

圃概 要

企l岨メンバーが瀬凹地域についてよく知り、

ボランティア .NPO活動センター(以下ポラ

セン)の学生スタッフとして何ができるかとい

うことを検討するために、 i羽田地域でのイベン

トやサロン、同体舟:に見学やボランティアに行

き、制凶の地域住民から話をIJHいた。

• v朝刊地域に興味|瑚心をもち、現在の地域の課

題について考える

-棚田地域の歴史、地形等を制べる

. t1U谷大学社会学部「大津エンパワねっと」の

見学

・まち歩きや地域住民に話を伺う

.大W:市瀬旧東支所へ訪問

・瀬田東学区文化祭の見学

・滋賀県社会福祉協議会の研修「避難所運営

ゲームfHUGJJへの参加

• j'鮪旧東ふれあい子育てひろばの見学

• j!開旧東学区長沢川周辺交通マナーキャンペー

ンへの参加

・滋賀県営都市公図びわこ文化公也I(以下びわ

こ文化公園)へ訪問

. Iゅう ・youフェスタ」でのボランティア

.学んだこと・ 今後の記長題

・全体と して企画メンバーでの共有不足、スケ

ジュール管理不足が反省点としてあげられ

た。早めに計画し、予定通りに進むように、

ミーテイングや企画メンバ一同士の共有につ

いて見直す必要がある。

・企画メンバーがまち歩きやj頼回地域の団体を

訪問するなど して、 地域の魅力 を直接感じ、

ìf~大生と i羽田地域の関係性における謀胞を見

つけることができた。また、前i田地域のこと

をま11り、企画の目的を定め、継続して前動で
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きた0

・龍大生と地域住民がボランティアを通じて直

接交流する場を作ったことで「地域とのつな

がりの大切さJを相互にな識してもらうこと

ができた。持段から共に支えあえる|均係性を

つくることが大切であると感じたため、学生

スタッフとして今後も瀬!日地域住民との|兇わ

りを続けていきたい。2年1111の前動を通じて

できた 「つながり」をどう前かし、日動して

いくのか、内科については今後検討ーしていき

たい。

2. ["防災 ・減災そなえパークの け」

(以下そなえパークの 日)でのボランティ ア

日時:

事前交流会 20日年3月6LI (金)14時-16時

30分

当 lイ 20日年3)=J15Fl (n) 811寺30分~

1711寺

場所:びわこ文化公園

参加人数:

事前交流会 ボランテイア参加学生7名

当 FI ボランティア参加l学生9名、学

生スタッフ4名

-概 要

・びわこ文化公聞は12かな自然、と多くの文化施

設があり、瀬山地域住民の多くが利川する公

園である。合同メンバーとひ1っこ文化公園の

「龍大生と地域住民に I地域住民とのつなが

りの大切さjを意識してもらう機会をつくり

たいJ["災引時のために普段から共に忍-え助け

合える、支え合える関係性を作っておきたい」

という忽いが一致 し、能大生にと って身近で

利用しやすい、びわこ文化公開での「そなえ

パークの 1:1Jという防災イベントに参IIIIJした。

びわこ文化公凶訪問i

企画メンパーとびわこ文化公園担当者が、「そ

なえパークの 日jに向けての打合せや、終了後

には当日の様子の振り返りを行った。

イベン ト広報

学内で立て看板などをj甘いて龍大生へのイベ

ント広報を行った。また、瀬田地域にある、就

学Ijijの子どもと親のための「きらきら広場Jな

ど、 lの瀬田地域での活動時に訪問したところ

へ、イベン ト広報を行った。

~Jllìíj交流会

J~に活動するボランテイア参加学生と企画メ

ンパーとひ、わこ文化公間担当者が事前に集まっ

て交流を図り、企画やそなえパークの日の趣旨・

1=1的について理解を深めた。

当日(イベント 来場者 :約550名)

1. ボランテ イア参加学生に資料配布、ブース

の説明

2. びわこ文化公園や他団体との挨拶、顔合わ

せ

3.ブース運営

・防災パックに何入れる?ゲーム

(来場者:約160名)

普段から災害に備えておくことの必要性を伝

え、防災について来場者が考え、交流すること

を日的に、大地長が起こ った場面を想定した、

ロールプレイングゲームを行った。最後に "防

災バッグに何入れる ?カー ド，.を作成し、 参加

者に持ち帰ってもらった。

・ボラポ救出大作戦 ! -君の助けが必要だ!-

(来場者:約150名)

チどもたちを対象に助け合い ・協力の大切さ

を、遊びを通して伝えることを目的に、火事の

場而を想定した、ストラ ックアウ トゲームを

行った。助け合い ・協力の大切さと火事の時の

対応を、カー ドにして伝えた。

・点ト14正大震災復興支援、大津市の台風18号被

4!?復旧支援ボランテイア活動についての展示

(来場者・約50名)

災害を身近に感じてもらい、防災意識を高め

てもらうことを目的に、実際にボランティア活

動に参加した学生が、来場者へ、活動の状況や

現地での活動から学んだこと、感じたこと を伝

えた。

4. 片付け、アンケートとワークシート の記入、

!卓也!の共有

園そなえパークの円参加者の声



活動を通じた地域との連携 ~学生と地域をつなぐ~

<~JI:前交流会>

・緊張せずに当日を迎えることができた

→・ .'Jj.，日jに「そなえパークの日jのIJf.J催場所で、

JCに活動するメンバーが顔を令わせること

で、当日の市助が円滑にできた。

<来場-r.-との交流>

. rどもを辿じて、 幅広い年齢附と楽しく交流

できた

・びわこ文化公|示|のスタッフとも交流でき、公

I~ll にも っ と行っ てみようと思った

・特段、瀬川地域のイベントに参加しておらず、

今回のボランティアで瀬i士|地域の人々のあた

たかさに触れるきっかけになった

→ ・今まで瀬川地域住民との|刻わりが少なかっ

た学生が、住民と交流できるきっかけに

なった。

・ 細川地域{七民やびわこ文化公I~tl などの他の|型

休のスタッフと交流する こと で、学生が地域

に興味を持ち、税 しみを感 じることができた。

<災引に悩jえてできること>

・自分自身の備えと助け合いが重要であると分

かった

・いざという H与に協力できる関係を積極的に築

く努)Jする

・災;!?への問題意識を普段から持つ

→・ 防災 ・減災についての知識を深めることが

事 業 名 伏見区野宿者支援プロジヱクト

[河川巡巨1] 

でき、学生が、自分にやJができるのか、何

をしていけばいいのかを、Jt.体的に考える

機会になった。

.学んだこと ・今後の。課題

. iそなえパークの 日」の準備で、 11(1りやブー

スの内容の詳細11 までしっ かり I I.~!1111をかけて考

えることカfできた。 しかし、当卜1':9Jのボラン

ティア参加学生への説明不起があった。また、

ブースへのH乎び込みなど企阿メンバーが制服

的にする必要があった。

・出大生と揃111地域住民が交流する機会ができ

た。 また、防災について、体験やお話なときの

交流を通じて、龍大生と ì~~i川地j或住民がJCに

学び考える ことができた。

(報告者 :仁!分1:1:1 9;111 I ~、背元件織〉

f点施H 2014年4月10日、 4)n7n、5月14日、 6)=J 24 1::1、 7月171J、 8)J1811、9)J18卜l、

10月20日、 11月10円、 12)J16日、 1月271::1、2月101::1、3月1711

がi動II，~ユ川 春夏 :16時-191時、秋冬:151時-181時

活動場所 京都市伏見区西山ì~[i川周辺

参加人数
{河川巡回}のべ681'，

(学生26名、 JIPPO1則係者13名、センター職員13名、西本願寺14t，、その他2名)

コミ施主体 l131J主非営利活動法人JIPPO、ボランティア -NPO活動センター

関連イベントへの参加 (会場:京都市内各所)

{花見]4月12日9時-151昨 年:生5名、職貝l名、 JIPPO2:t 
[いのちのネットワークサロン]4)cJ26日 9時-12時 学生l名、 J[ilXU]~〆1

[流しそうめん]7月26日9時-1511寺 学生4名、 l隙貝1名、 JIPPO1名

[支援バザー準備]10月17日9時-15時 学生3名、 l隙貝11'，

[もちつき大会]U=Jl1日9時-141時 半:生9名、l蹴貝1名、JIPPO2t，、州本願寺2名

園経緋・ 11的

2008年度ぶに (特前)JIPPOの専務理事で

あり 、龍谷大学名存教授である'1'村・尚司氏から、

「束 ・西市瀬川および111科川の杭の下などで生

59 



2014年度活動概要第二部

60 

活している野宿者を支援する試みを JIPPOで

行うので協力して欲しいJとの依頼が寄せられ

ました。実状を知るため、中村氏とセンタース

タッフ、学生スタッフ有志で実際に川沿いを歩

き、調査してみたところ、支援が必要だと判断

し、・09年春より、野宿者の生活支援を目的に

JIPPOと協力して伏見区野宿者支援プロジェ

クトを本格的に開始し、今年度も引き続き活動

しています。

当初は、過酷な状況で暮らしている方が住宅

に移って橋の下からいなくなることがゴールと

考えていましたが、住宅に入居した後もそれま

でのネットワークが断たれたり、新しい環境に

なじめなかったり、孤独な環境、課題は続くこ

とがわかってきました。そこで '12年度末に、

生活保護を受給し、居宅に移行した方を訪問し

たところ、毎日の話し相手がおらず、不安定な

方もおられました。そこで '13年度は、河川巡

回に加えて、居宅に移行した方の自宅を訪問す

る活動も行いました。‘14年度は、月に1度の河

川巡回に加え、野宿者支援を行う他団体(自立

支援ネットワー夕、 NPO法人ゆいの会、京都

夜回りの会等)主催の四季折々のイベントに参

加し繋がりを作りました。

この活動を通じて、参加学生が社会の問題や

自分自身の偏見に気づき、自分自身の問題とし

て考え、行動できるようになるきっかけとする

ことも目的とし、学生に対し広く参加を呼びか

けています。

.概要

JIPPO関係者、本学学生、センター職員の

最大6名で、月に1回、 2--3日分の食料等の物資

を持って、河川(西高瀬川)の周辺に居住して

いる野宿者を訪問し、世間話をしながら健康状

態や困っていることなどについて聞き取りを行

い、必要に応じて情報提供や行政への働きかけ

を行いました。

毎回参加者の変更があるため、顔合わせと、

初参加の学生には簡単な活動に関する説明を

行った後、支援物資の配布準備を行い、深草キャ

ンパスを出発します。巡回は西本願寺の車両を

使って参加者全員で移動しています。活動終了

後は、参加学生と JIPPOのスタッフ、コーデイ

ネーターとでふりかえりを行い、活動を通じて

得た気づきや疑問などを共有しました。

学生への呼びかけは、主に HPやポスター掲

示、来室時や別事業の参加者への案内等を通し

て行いました。

.参加者の声・得られた成果など

・野宿者支援に参加する機会をいただき、様々

なことを学ぶことができました。私は今まで

貧困ビジネスという言葉さえ知らなかったの

ですが、日本でこのような現実があることに

ショックを受けました。

・一番印象的だったのは、自分の住所を書くこ

とができないということでした。橋の下とは

書けないという、悲しみと悔しい思いが感じ

られたような気がしました。中村先生から「連

絡先が必要なときにはJIPPOの住所、電話

番号を使ってもいいですよJと名刺を渡され

たときの Yさんの涙を見たとき、他にも住

所がなく悔しい思いをされている方がたくさ

んおられるのだと思いました。やはり、ボラ

ンティアは野宿者の生活を支えるために必要

なことであると改めて実感できました。私の

知らないことがまだまだあるのでもっと色々

なことに関心を持っていきたいです。

・今日会えた方は、清潔感があったことに驚き

ました。今まで自分が見てきた野宿者とは違

うような気がしました。

・コミュニケーションの取り方に少し難しさを

感じました。何を話していいかわからなくな

り、話そう話そうと必死になってしまいまし

た。私の話に領いて聞いてくださり、何か話

し出そうとしてくださったときは、とても嬉

しく感じました。

・初対面で、どこまで個人の事情に立ち入る話

をしていいのか迷いました。生活保護を受け

ない理由が気になりました。

・住む家があること、携帯電話を持っているこ

と、大学で学べること、私の中の当たり前が

当たり前でないことに気づきました。貧困が

私の身近にもあることがわかりました。

.コーデイネーター所感

この1年間は、伏見区内の河川敷で暮らす4名

の野宿者の方に関わらせていただきました。台

風による河川増水で家財道具や衣服等、全て流

されてしまったり、編されて全財産を盗られて

しまったりして今の河川敷にたどり着いた後



も、M川工事のため立ち退きを迫られたり、 l十I

学生に襲撃されたりする中で懸命に生きている

野宿者の現実を目の当たりにしてきました。

昨年度実施していた居宅支援は4)-J以降実施

せず、)]1聞の河川訪111]以外に、自立支援ネッ

トワーク主催の季節侮のイベン ト (花見、もち

つき等)やサロン活動のお手伝いを行いました。

野術者の方、生活保護を受けて居宅に移られた

方、支援者の方々と交流する ことができました。

参加した学生とは、活動後に娠り返りを行っ

ています。野宿者の持さんに直接会って話すこ

とで、 I~I 分が持っていた偏見に気づき、社会の

問題に日を向けるき っかけにな ったと思いま

活動を通じた地域との連携 ~学生と地域をつなぐ~

す。「君ら若いもんがjiJi張って社会を変えてい

くんやで。社会に目を向けて政治にも興味を

もってな。」 と声をかけられ、考えさせられる

ことが多かったよう です。この現尖を一人で、変

えることはできないけれど、作Jか5山き/L¥さなく

てはという思いが学生の中に湧いてきているの

を!事じました。

これからも、河川敷から一人もおられな くな

ることをめざし、ニーズがなくなるまで学生と

の訪IIIJを続けていきたいと思います。

〈報告者:古i畢登美代

(深草キャンパス コーデイネータ ー))
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